
教育三笠 第 227 号 令和 3 年 9 月 24 日

研 究 所 だ よ り

教育三笠

（1）

～全校体育発表会・地域科の学習～岡 山 小 学 校

発行／三笠市教育研究所第227号
猿岡山小学校・萱野中学校　小中一貫教育の概要
猿夏季講座　　猿まるごと三笠

１
．研
究
主
題

　
　

児
童
生
徒
の「
考
え
る
力
」

「
互
い
に
学
び
合
う
力
」の
育
成
を
め
ざ
し
て

２
．め
ざ
す
児
童
生
徒
像

・�

柔
軟
な
発
想
と
想
像
力
を
駆
使
し
、確
か
な
学

び
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・�

個
性
を
生
か
し
つ
つ
、互
い
の
良
さ
を
認
め
、高

め
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

・�

自
ら
考
え
、進
ん
で
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
．研
究
期
間

　

第
７
期
３
年
計
画
の
１
年
次

４
．今
年
度
の
実
践
に
つ
い
て

【
学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
】

①
三
笠
ス
タ
イ
ル
を
基
本
と
し
た
授
業
改
善

昨
年
度
に
引
き
続
き
、 

小
中
合
同
研
修
会
を
充

実
さ
せ
、共
に「
中
学
校
三
年
生
の
姿
」を
共
有
し

な
が
ら
研
修
を
す
す
め
る
。

5
月
…「
小
中
一
貫
教
育
の
必
要
性
」に
つ
い
て

7
月
…
中
学
校
公
開
授
業
・
分
科
会

10
月
…
小
学
校
公
開
授
業
・
分
科
会

2
月
…
成
果
と
課
題
、次
年
度
に
向
け
て

② 

部
会
研
究

《
学
力
向
上
部
会
》

・�

小
中
の
系
統
性
を
意
識
し
た
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ

ー
ト
の
作
成

・�

定
着
か
ら
内
容
の
充
実
へ
と
向
か
う
家
庭
学
習

の
取
り
組
み

《
体
力
向
上
部
会
》

　

小
中
の
課
題
で
あ
る「
全
身
持
久
力
」「
敏
捷

性
」を
養
う
た
め
、各
校
で
体
力
向
上
の
取
り
組

み
を
す
す
め
る
。

岡
山
・
萱
野
小
中
一
貫
教
育
の
概
要

伝統の傘踊り （３～６年生） 初めての徒競走 （1年生）

地域科 ： 化石採集 （５年生） 地域科 ： 稲刈り体験 （３年生）
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公開授業分科会の様子

『地域科マップ』をご活用ください！
　三笠市教育研究所では、以前『地域科マップ』を作成しました。三笠市教
育委員会のホームページに載っていますので、是非、地域科の学習にご活
用ください。

① �「三笠市　地域科マップ」 で検索すると、 次のようにアドレスが出てき
ます。

②�クリックすると次のような地図が出てきます。

③�地図にあるマークをクリックすると詳しい説明があり、写真やイラスト
も出てきます。マークは、次のように色分けし、分かりやすくしています。

　　

　地域科の事前事後学習の他、社会・理科・生活科等でもご活用ください。

「
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
」「
反
復
横
跳
び
」の
年
二

回
の
デ
ー
タ
を
分
析
・
検
討
し
、体
力
向
上
に
つ

な
げ
る
。　

【
小
中
相
互
参
観
日
の
設
定
】

　

小
中
と
も
に
、一
・
二
学
期
に
一
回
ず
つ
公
開

日
を
設
定
し
、全
学
年
を
対
象
に
、相
互
参
観
を

行
う
。児
童
生
徒
の
様
子
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

合
同
研
修
会
や
校
内
研
修
の
内
容
が
日
々
の
授

業
に
ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
参
観
し
合
う

こ
と
で
、互
い
の
実
践
に
生
か
す
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
い
る
。

　

今
年
度
も
小
中
合
同
研
修
の
機
会
を
増
や
し
、

小
中
の
教
員
が
共
に
学
び
合
え
る
場
を
設
定
し

て
い
る
。

　

五
月
に
は
萱
野
中
学
校
、井
家
敏
昭
教
頭
を
講

師
と
し
て
、「
小
中
一
貫
教
育
の
必
要
性
」に
つ
い

て
、小
中
の
教
員
で
共
通
認
識
を
深
め
、今
年
度

の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
つ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、今
年
度
は
小
中
学
校
で
公
開
研
究
授
業

日
を
設
定
し
、全
員
で
授
業
を
見
合
い
、共
に
学

び
合
う
時
間
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
。小
中
の

学
び
の
系
統
を
意
識
し
、日
常
の
実
践
を
ふ
り
か

え
る
よ
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
か
ら
小
中
一
貫
教
育
推
進
協
議
会
が

発
足
し
、「
思
考
力
を
高
め
る
授
業
づ
く
り
の
実

践
・
検
証
」と
い
う
三
笠
市
の
統
一
テ
ー
マ
の
も

と
、小
中
一
貫
教
育
、各
学
校
の
研
修
を
す
す
め

て
い
る
。互
い
の
実
践
を
学
び
合
い
な
が
ら
、課

題
解
決
に
向
か
っ
て
い
き
た
い
。

Ａ．赤……ジオパーク関連施設（原石山等、２７か所）
Ｂ．黄……学校関係（旧学校も含め、全９か所）
Ｃ．青……三笠市の観光関係（山﨑ワイナリー等、全１１か所）

地域科マップは以下のアドレスをクリック↓
https://www.google.com/maps/d/edit?mid=zqHtRxvxNMqM.k1bvCIawxrnw
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　令和3年8月2日【月】三笠市民会館に於いて本年度の夏季講座を実施いたしました。
三笠市内外より約60名の皆様にご参加いただき、3講座(午後は三笠市内のみ)、それぞ
れの講師のご指導により充実した内容で開催できました。

講座 1　地域教育講座
三笠ジオパーク推進協議会事務局長　下村　圭様
「SDGsの視点を含めた地域学習の取り組み」
　地域資源の活用を教育課程に位置づけ、意図的・継続的な指導を展開することの重
要性について学ぶ機会となりました。「全て繋がりがあり、視点を豊かに教育に活か
す」という考え方に指導者のあるべき姿を考える
ことができました。

　現在、三笠ジオパークの教育旅行も多いことから「学校教育」との関連が緊密になっ
ていることも理解できました。
　参加者からは、地域の活性と生徒の将来に対する考え方を深める機会となったこと
や、本市の進めている「地域科」の授業の組み立ての参考となり、大変有意義でしたと
の感想を多くいただきました。

講座 2　地域教育講座
北海道地図株式会社取締役社長　小林　毅一様
「地図データーから学ぶまちの魅力発見」

　日本で初めてカーナビゲーションの開発にあたり、社会科教科書や防災関連の資料
を提供されている業務内容から、身近な分野で地図データーを活用していることを知
りました。
　三笠中学校地域科でも、会社訪問し最新技術について体験する学習を展開している
ことから、改めて地図作成
の段階的歩みについて考え
る講座となりました。
　学校・地域・企業が今後連
携しながら教育を充実させ
ていくという考え方は、社
会に開かれた教育課程の実

現に向けた一歩になることも考える機会となりました。

講座 3　特別講座　市町教育委員会連携講座
北海道立教育研究所　研修部主査　駒津　和康様 /研究研修主事　三谷　玖未様
ICT 活用講座「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

　授業改善に向けた考え方についての説明では
新学習指導要領で目指す何ができるようになっ
たかという考え方を確認しそのために、どのよう
に学ぶかについての具体例が示されました。
　事前に準備した「iPad」の授業での活用方法に
ついて、国語「ごんぎつね」を通して実際に体験し
ながら学ぶ時間となりました。
　操作しながらの研修は、時間の設定に工夫が必
要であったと考えます。今後は各ソフトの使い方
を充実させてほしいとの要望もありました。
　今年も、暑い夏の一日日程での夏季講座でした
が、参加の皆様から参考になったとの感想を多くいただきました。閉会式での髙岸運
営委員長〔岡山小学校長〕の挨拶にもありましたが、日常実践に役立つ多角的な研修内
容を設定することができました。講師の皆様、ご協力くださいましたご参加の皆様に
感謝申し上げます。ご意見を参考に今後も指導力向上の一助となるよう期待に応えら
れる研修内容を設定していきたいと考えます。【三笠市教育研究所】

令和３年度　三笠市教育研究所主催  夏 季 講 座

昼食にジオパーク駅弁を注
文された方は今年も好評で
した。
ありがとうございました。

開会式で高森教育長・松井所長の挨拶

閉会式での髙岸運営委員長の挨拶

午後の開会に向けて阿部教育次長より挨拶
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令和３年８月４日 （水）
　市内教職員の地域研修として地域素材巡り「まるごと三笠」を実施しました。

　公民館を出発し、幌内変電所の内部で、ジオパーク事務局長と保存に長年尽力され
ている伊佐治様から歴史と今日までの経過について説明いただきました。音羽坑ま
での予定でしたが、虫の大発生により予定を変更し、変電所の内部に展示されている
写真や道具により大正８年に建設された状況について詳しく学ぶことができました。

　次に「桂沢ダム原石山」に移動し、掘り
出された石とコンクリートを混ぜてダ
ム工事が進められた地層の大きな崖を

見学しました。ダ
ム工事は周辺の道
路整備へと進み、
ダムの果たす役割等を学びながら嵩上げされ
た工事状況を確認することができました。

　昼食は幾春別にあるジオパーク休憩所にて、三笠地域お
こし隊の「出張料理」を準備していただきました。
　その後、野外博物館エリアへと移動、石炭と人間のかか
わりについて大地の変化を学びました。

　北海道内で最も古い旧幾春別炭鉱錦立坑櫓の内部も
見学できました。また「地層タイムスリップ」と称して幾
春別層と三笠層をまたぐと5000万年の時間を飛び越え
る場所もあり力強い大地の動きを実際に学ぶことがで
きました。最後に博物館内部で展示されているアンモナ
イト等を中心に研修を深め終了しました。

　三笠の特徴的な施設を巡り、地域科など今後の教科指導に活用できる内容であった
という感想をいただきました。ご協力くださいました関係の皆様ありがとうございま
した。今後も三笠市を深く理解できる研修となりますよう工夫して実施したいと考え
ております。

【三笠市教育研究所】

　

猛
暑
の
夏
も
過
ぎ
去
り
、す
っ
か
り
秋
を

感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。今
号
の「
教
育

三
笠
」で
は
、今
年
度
の「
岡
山
萱
野
一
貫
教

育
」の
概
要
と
、一
年
ぶ
り
に
開
催
で
き
た

「
夏
季
講
座
」、「
ま
る
ご
と
三
笠
」に
つ
い
て

掲
載
し
ま
し
た
。三
笠
市
の
教
育
の
現
状
を

知
る
一
助
と
な
り
、今
後
の
実
践
に
役
立
て

て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
号
は
、「
三
笠
小
中
一
貫
教
育
」の
取
組

を
中
心
に
お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。引
き
続

き
、教
育
研
究
所
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
笠
市
教
育
研
究
所
所
報

発
行
日	

令
和
３
年
9
月
24
日

発
行
所	

三
笠
市
教
育
研
究
所
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電
話
2
ー
２
１
９
７
番

印
刷
所	

中
央
印
刷
株
式
会
社

令和３年度 地域の素材を巡る
「まるごと三笠」 

編
集
後
記

嵩上げ部分との境界線


